
















































































































　ところが，1999 年にソニーが開発した家庭用イヌ型ロボット AIBO は 13 万体を販売して，大人
に親しまれた．AIBO は必ずしも完成されたロボットではなく，大人の働きかけに複数の単純な応答
をするだけであるが，逆にこれが大人の積極的な関わりを引き出し，愛着を持つようになり，生命的















































として 3 回（2015 年 1 月，2 月，3 月）の観察実験を 1 か月に 1 回のペースで各約 1 時間半程度行っ
た．その後，本調査として年長児（5 才），年中児（4 才），そして年少児（3 才）を対象にして 2016
年から 1 か月に 1 回のペース計 8 回の観察実験を行った．この本調査の観察では年長児に対しては
継続して 8 回（5 月，6 月，7 月，8 月，9 月，10 月，11 月，1 月）の観察を行い，その前後であわ
せて数回，年中児，年少児の観察も行っている．本調査の年長児を対象にした観察では，およそ 1 時
間半前後の観察を行った．年中，年少児の場合は，1 時間以内の範囲で観察を行っている．ここで年















































Nao に積極的に遊びに加えようとする（図 1）．第 2 回のトライ
アウトでは，子ども達は積み木で家を作る遊びをするが，第 1
回とは違って，Nao に積み木を持たせる等をして，積極的に遊



























　本調査の 1 年間，8 回の Nao と年長児との関わりの様子とその変化を観察した結果をみていく．
4.2.1　継続データ・1：Nao に積極的に関わる年長児（第 1 回・5 月，第 2 回・6 月）
























いているかを確かめて，Nao の視線を気にしている．ここで Nao が故意に視線をそらす仕草をするが，
すかさず女児は Nao に絵本に視線を向けることを促す指さしの動作をしている（図 4 中の丸で囲ん
だ部分）．
4.2.2　継続データ・2：Nao に遊びを教える（第 3 回以降）










4.2.3　継続データ・3：Nao とのおしゃべり（第 7 回）
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Can Humanoid Robots Play and Interactively Communicate with Preschool 
Children?:
The Problem of Mind-Matter Dualism
SATO Kimiharu and NAGAHASHI Satoshi
Abstract: How humanoid robots interactively communicate with preschool children during natural play 
sessions was investigated through longitudinal natural observations conducted during a one year. Five-year-old 
children gradually began to play and communicate with a robot after the children understood that they shared 
mutual experiences and play- related topics with the robot. They were able to play interactively through verbal 
communication and physical expressions of language usage. Moreover, three-year-old children compared to 
five-year-olds, mainly interacted with the robot using nonverbal and physical modes. The results of this study 
suggest the possibility that mutual communication and collaborative play between humans and robots could be 
realized.
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